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中央会では、「組合と共に明日を拓く中央会」の理念のもと、組合等の組織化促進
に加え、組合や組合員企業における様々な課題の解決に向けた支援を行っています。
　今年度は、特定地域づくり事業協同組合の設立支援やＳＤＧｓ・ＢＣＰへの取り組み
支援、インボイス制度への対応支援を強化しております。その他、様々なニーズに応
えることができるように支援メニューを準備しておりますので、ぜひ中央会事業をご
活用ください。
加えて、ものづくり補助金の地域事務局、認定経営革新等支援機関として、中小企
業に対して専門性の高い支援も行いますので、まずはご相談ください。
※6月6日に開催する通常総会で可決された場合の事業内容です。

2 3

特集

2

FEATURE

【過去の事例】
　食品関連組合を対象に、新商品開発に関する研究会を実施しました。
【実施の成果】
　多くの事例から商品開発における重要なポイントを視覚的に学ぶことができました。また、新商
品開発後の販売促進やブランディングなどについても新たな気づきを得ることができました。

中小企業が抱える様々な課題に対し、組織の力で解決するため、組合制度の説明から認可行政庁
との調整、申請書類の作成支援等、設立に関するお手伝いをします。こちらには、人口減少が進む地
域における担い手確保対策としての特定地域づくり事業協同組合の設立支援も含まれます。
なお、令和3年度は、事業協同組合6組合（うち1組合が特定地域づくり事業協同組合）が設立され

ました。

対　象
補助率

組合・組合員企業等
研究会等にかかる総事業費の２／３を中央会が補助

特定地域づくり事業協同組合で行う労働者派遣事業は、様々な法律に基づいた適正な運
営や管理が求められます。
中央会では、派遣労働者の保護や労務管理等の内容に応じたアドバイザーを派遣

し支援を行います！
適正かつ柔軟な雇用環境を創出し、地域の人材不足解消や定住人口の増加等の活性化

を目指しましょう！

1．中小企業の課題に、組合設立という解決策を！

新規事業の取り組み、ＩＴ化推進や商業・サービス業支援等、組合の皆さまの運営に役立つ様々な
メニューをご用意しております。

2．組合の運営を支援します！

新たな共同事業をお考えの組合を支援します（事業名：新規事業研究会）

【過去の事例】
　DX（デジタルトランスフォメーション）に向けたこれからの中小企業のあり方をテーマにセミナーを開催しま
した。
【実施の成果】
　既存のビジネスを新しいITに切り替えて改善していく「深化」と、新たなビジネスモデルを模索する「探索」の
積み重ねがDX成功に繋がることが分かりました。

情報化に際してネットワークの構築・データベースの整備及びセキュリティ等についてお考えの
組合・組合員を支援します（事業名：情報関連）

小企業者※で構成する組合を対象に、組合運営や組合員の経営向上のための支援を行います
（事業名：小企業者組織化特別講習会）※小企業者…常時使用する従業員の数が5人以下(商業サービス業は2人以下)の会社・個人

【過去の事例】
　異業種で構成される組合の運輸業の組合員を対象に、観光業への事業再構築についての研究会を開催しま
した。
【実施の成果】
　時代に合わせた事業への取り組みのなかで、自社の強みや事業の新規性の重要さについて学ぶことができ
ました。

事業再構築に取り組む組合・組合員を支援します（事業名：事業再構築支援）

【過去の事例】
　組合及び組合員企業の役職員を対象に、将来世代・政府・顧客から
求められるSDGs経営の導入促進のための研究会を実施しました。
【実施の成果】
　SDGs経営が今後ますます重要になってくることを実感するととも
に、自社の取り組みをSDGs視点で見直し、新たな取り組みについて考
える機会となりました。

経営強化・組合運営改善を図りたい組合・組合員を支援します（事業名：経営強化・運営改善）

【過去の事例】
　小企業者で構成される組合を対象に、アフターコロナの経済と人生
100年時代を賢く生きる心得について学びました。
【実施の成果】
　厳しい状況下での意識転換や、先を見据えた行動について学び、今
後の事業の取り組み方の参考となる良い機会となりました。

【過去の事例】
　商業施設（卸売・小売業）の組合と電気工事業の組合の連携により、「イルミネーションを通じた商業施設の
活性化」をテーマに研究会を開催しました。
【実施の成果】
　参加組合の現状把握と意見交換による情報共有により、組合間の連携による「にぎわいの創出」の可能性を
模索する良い機会となりました。

組合間の連携により、課題解決を図りたい組合・組合員を支援します（事業名：組合間連携支援）

【過去の事例】
　茶業組合を対象に、具体例に基づいた地域資源（県産茶葉）の販路開拓についての研究会を実
施しました。
【実施の成果】
　ニーズの掘り起こしやデザインの重要性について理解を深めるとともに、自社の商品及び販売
方針を模索する良い機会となりました。

地域の資源を活用した新事業創出、研究開発、マーケティング等をお考えの組合・組合員を
支援します（事業名：地域資源振興研究会）

　中央会では、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）導入とＢＣＰ（事業継続計画）策定の支援を強化しています！！
導入の初期段階のサポート、具体的な検討段階においての専門家の派遣等、支援メニューを準備して
おりますのでぜひご相談ください。



中小企業かごしま 2022 .5

【
特
集
1
】令
和
4
年
度
中
央
会
事
業
の
ご
案
内

中央会では、「組合と共に明日を拓く中央会」の理念のもと、組合等の組織化促進
に加え、組合や組合員企業における様々な課題の解決に向けた支援を行っています。
　今年度は、特定地域づくり事業協同組合の設立支援やＳＤＧｓ・ＢＣＰへの取り組み
支援、インボイス制度への対応支援を強化しております。その他、様々なニーズに応
えることができるように支援メニューを準備しておりますので、ぜひ中央会事業をご
活用ください。
加えて、ものづくり補助金の地域事務局、認定経営革新等支援機関として、中小企
業に対して専門性の高い支援も行いますので、まずはご相談ください。
※6月6日に開催する通常総会で可決された場合の事業内容です。

2 3

特集

2

FEATURE

【過去の事例】
　食品関連組合を対象に、新商品開発に関する研究会を実施しました。
【実施の成果】
　多くの事例から商品開発における重要なポイントを視覚的に学ぶことができました。また、新商
品開発後の販売促進やブランディングなどについても新たな気づきを得ることができました。

中小企業が抱える様々な課題に対し、組織の力で解決するため、組合制度の説明から認可行政庁
との調整、申請書類の作成支援等、設立に関するお手伝いをします。こちらには、人口減少が進む地
域における担い手確保対策としての特定地域づくり事業協同組合の設立支援も含まれます。
なお、令和3年度は、事業協同組合6組合（うち1組合が特定地域づくり事業協同組合）が設立され

ました。

対　象
補助率

組合・組合員企業等
研究会等にかかる総事業費の２／３を中央会が補助

特定地域づくり事業協同組合で行う労働者派遣事業は、様々な法律に基づいた適正な運
営や管理が求められます。
中央会では、派遣労働者の保護や労務管理等の内容に応じたアドバイザーを派遣

し支援を行います！
適正かつ柔軟な雇用環境を創出し、地域の人材不足解消や定住人口の増加等の活性化

を目指しましょう！

1．中小企業の課題に、組合設立という解決策を！

新規事業の取り組み、ＩＴ化推進や商業・サービス業支援等、組合の皆さまの運営に役立つ様々な
メニューをご用意しております。

2．組合の運営を支援します！

新たな共同事業をお考えの組合を支援します（事業名：新規事業研究会）

【過去の事例】
　DX（デジタルトランスフォメーション）に向けたこれからの中小企業のあり方をテーマにセミナーを開催しま
した。
【実施の成果】
　既存のビジネスを新しいITに切り替えて改善していく「深化」と、新たなビジネスモデルを模索する「探索」の
積み重ねがDX成功に繋がることが分かりました。

情報化に際してネットワークの構築・データベースの整備及びセキュリティ等についてお考えの
組合・組合員を支援します（事業名：情報関連）

小企業者※で構成する組合を対象に、組合運営や組合員の経営向上のための支援を行います
（事業名：小企業者組織化特別講習会）※小企業者…常時使用する従業員の数が5人以下(商業サービス業は2人以下)の会社・個人

【過去の事例】
　異業種で構成される組合の運輸業の組合員を対象に、観光業への事業再構築についての研究会を開催しま
した。
【実施の成果】
　時代に合わせた事業への取り組みのなかで、自社の強みや事業の新規性の重要さについて学ぶことができ
ました。

事業再構築に取り組む組合・組合員を支援します（事業名：事業再構築支援）

【過去の事例】
　組合及び組合員企業の役職員を対象に、将来世代・政府・顧客から
求められるSDGs経営の導入促進のための研究会を実施しました。
【実施の成果】
　SDGs経営が今後ますます重要になってくることを実感するととも
に、自社の取り組みをSDGs視点で見直し、新たな取り組みについて考
える機会となりました。

経営強化・組合運営改善を図りたい組合・組合員を支援します（事業名：経営強化・運営改善）

【過去の事例】
　小企業者で構成される組合を対象に、アフターコロナの経済と人生
100年時代を賢く生きる心得について学びました。
【実施の成果】
　厳しい状況下での意識転換や、先を見据えた行動について学び、今
後の事業の取り組み方の参考となる良い機会となりました。

【過去の事例】
　商業施設（卸売・小売業）の組合と電気工事業の組合の連携により、「イルミネーションを通じた商業施設の
活性化」をテーマに研究会を開催しました。
【実施の成果】
　参加組合の現状把握と意見交換による情報共有により、組合間の連携による「にぎわいの創出」の可能性を
模索する良い機会となりました。

組合間の連携により、課題解決を図りたい組合・組合員を支援します（事業名：組合間連携支援）

【過去の事例】
　茶業組合を対象に、具体例に基づいた地域資源（県産茶葉）の販路開拓についての研究会を実
施しました。
【実施の成果】
　ニーズの掘り起こしやデザインの重要性について理解を深めるとともに、自社の商品及び販売
方針を模索する良い機会となりました。

地域の資源を活用した新事業創出、研究開発、マーケティング等をお考えの組合・組合員を
支援します（事業名：地域資源振興研究会）

　中央会では、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）導入とＢＣＰ（事業継続計画）策定の支援を強化しています！！
導入の初期段階のサポート、具体的な検討段階においての専門家の派遣等、支援メニューを準備して
おりますのでぜひご相談ください。



中小企業かごしま 2022 .5

2 54

3．外国人技能実習生受入事業の適正化を図ります！

１．個人の権利の在り方

２．事業者の守るべき責務の在り方

中小企業・小規模事業者が連携し、共同事業の活性化や受注促進等の取引力を強化するための
支援をします（事業名：取引力強化推進事業）　

【過去の事例】
　酒販業者で構成される小規模事業者組合連合会のホームページ作成を支援しました。

【過去の事例】
　環境整備事業を行う組合の青年部を対象に、若手経営者層に求め
られるビジネスマナーついての研究会を開催しました。
【実施の成果】
　目上の人への接し方のポイントや様々なコミュニケーション手法
を学び、青年部企業の経営強化につなげることができました。

業界の将来を担う後継者の育成をお考えの組合・組合員を支援します（事業名：青年部研究会）

【過去の事例】
　外国人技能実習生受入事業を実施する監理団体等に対し、制度の
運用要領の改正点等について講習会を開催しました。
【実施の成果】
　改正の内容やコロナ禍での入国前講習の特例について具体的な
対応を学ぶことができました。

外国人技能実習生受入事業を円滑に運営するための支援を行います（事業名：外国人技能実習制度適正化事業）

　令和５年１０月１日から導入される、インボイス制度（適格請求書保存方式）への対応を支援しています！
　専門家の派遣や組合員への講習会開催等で課題解決に取り組みましょう！

※「事業協同組合、商工組合及び商店街振興組合のうち、構成員の2分の1以上が小規模事業者(常時使用する従業員が20人以下
(商業サービス業は5人以下)の会社・個人)であるもの」又は「事業協同小組合」「企業組合」。その他の組合等は中央会までお問
い合わせください。

※これらの支援事業は、対象となる条件、経費負担の割合、補助金額の上限等がそれぞれ異なります。
　また、この他にも国・県、全国中小企業団体中央会等が公募する補助事業がありますので、お気軽にご相談ください。

漏えい発生時の報告が義務化されています。漏えい発生時は、個人情報保護委員会へ報告し、本人に通知し
なければなりません。まずは情報漏えいを防ぐ方法を検討しなければなりませんが、万一起こったときの業
務フローの策定もしておきましょう。

対　象 外国人技能実習生受入事業を実施する組合・組合員企業

4．課題解決のための事業環境整備を支援します！

【過去の事例】
　インボイス制度や社会保険、民法改正や契約書作成等、法制改正等に伴って生じた課題に対して、社会保険
労務士や弁護士、税理士等の専門家を派遣しました。
【実施の成果】
　それぞれの課題に対し、専門家が意見を提示することで、課題解決の糸口をつかむことができました。

事業環境の変化等によって生じる中小企業の課題等への対応を支援します（事業名：課題解決環境整備事業）

対　象 組合・組合員企業等

5．中小企業・小規模事業者の取引力強化を支援します！
対　象 小規模事業者で構成される組合等
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2
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法
の
改
正
に
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令和4年4月1日に、「個人情報の保護に関する法律等の一部を改正する法律」（改
正個人情報保護法）が施行されました。
個人情報に対する意識の高まり、技術革新を踏まえた保護と利活用のバランス、越
境データ流通増大に伴う新たなリスクへの対応の観点から改正されたものです。
今回は、その内容について6つのポイントとして紹介します。

2

特集
FEATURE

事業者が扱っている情報は以下のように分類することができます。

● 個人情報
⇒生存する個人に関する情報で、①特定の個人であると分かるもの及び他の情報と紐づけ
ることで容易に特定の個人であると分かるもの又は②個人識別符号(※)が含まれるもの。
　※ 運転免許証番号、マイナンバー、基礎年金番号、住民票コード、各種保険証、顔、指紋等

● 個人データ
⇒特定の個人情報が検索できるように体系的に構成した、個人情報を含む情報の集合物

● 保有個人データ
⇒個人データのうち、個人情報取扱事業者に開示・訂正・消去等の権限があるもの

※本人の求めがあれば事後的に停止することを前提に提供する個人データの項目等を公表等した上で、本人の同意なく
第三者に個人データを提供できる制度

個人情報とは？

改正前 改正後

利用停止・消去等の個人の請求権 不正取得等の一部の法
律違反の場合のみ

個人の権利又は正当な利益が害されるおそれが
ある場合にも緩和

保有個人データの開示方法 原則、書面による交付 電磁的記録の提供を含め本人による指示が可能

第三者提供記録の開示 提供記録の作成・保存
を義務付けているのみ 本人による開示請求が可能

保有個人データの期間 6ヶ月を超えて保有す
るもののみ

短期保存データ（6ヶ月以内に消去されるもの）
も含む

オプトアウト規定 (※ )
要配慮個人情報のみオ
プトアウト規定の対象
外

①不正取得された個人データ、②オプトアウト
規定により提供された個人データも対象外

改正前 改正後

漏えい発生時の報告 個人情報保護委員会へ
報告の努力義務

個人の権利利益を害する恐れがある場合、個人情
報保護委員会へ報告及び本人への通知を義務化

不適正利用の禁止
個人情報の適正な利用
に関しての規定なし
（取得については義務
付けあり）

違法又は不当な行為を助長する等の不適切な方
法により個人情報を利用してはならない旨を明
確化
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改正前 改正後

部門別認定個人情報保護団体 事業分野単位で認定 現行制度に加え、企業の特定分野 ( 部門 ) を
対象とする団体を認定できるようにする

改正前 改正後

仮名加工情報 ―
氏名等を削除した「仮名加工情報」を創設
し、内部分析に限定する等を条件に、開示・利
用停止請求への対応等の義務を緩和する

提供先で個人データとなることが
想定される情報 ―

提供元では個人データに該当しないものの、提
供先において個人データとなることが想定され
る情報の第三者提供について、本人同意が得ら
れていること等の確認を義務付ける

懲役刑 罰金刑
改正前 改正後 改正前 改正後

個人情報保護委員会からの
命令への違反

行為者 ６月以下 １年以下 30万円以下 100万円以下
法人等 ― ― 30万円以下 1億円以下

個人情報データベース等の
不正提供等

行為者 １年以下 １年以下 50万円以下 50万円以下
法人等 ― ― 50万円以下 1億円以下

個人情報保護委員会への
虚偽報告

行為者 ― ― 30万円以下 50万円以下
法人等 ― ― 30万円以下 50万円以下

改正前 改正後

外国事業者 ―
日本国内にある者に係る個人情報等を取り扱う
外国事業者を、罰則によって担保された報告徴
収・命令の対象とする

外国の第三者への提供 ―
外国にある第三者への個人データの提供時に、
移転先事業者における個人情報の取扱いに関す
る本人への情報提供の充実等を求める

３．事業者による自主的な取組を促す仕組みの在り方

４．データ利活用に関する施策の在り方

５．ペナルティの在り方（法定刑、罰金刑最高額の引き上げ）

６．法の域外適用・越境移転の在り方

2

中小企業における価格転嫁状況について

インフォメーション

　毎号掲載しております業界情報（鹿児島県内の景況について）の令和4年3月期調査にあわせて、「中小企業
における価格転嫁状況に関する調査」を行いましたので、鹿児島県の調査結果をご報告させていただきます。
調査にご協力いただいた情報連絡員の皆様には、この場を借りて御礼申し上げます。

　右図（図1）は、1年前と比較した現在の仕入価格（原価）
について尋ねたものです。
　「上昇した」とする回答が約9割、「変わらない」とする回
答が約1割、「低下した」等の回答はありませんでした。
　なお、価格の上昇幅は小幅なもので約2％、大きなもの
で約50％というような個別意見もあり、新型コロナウイル
ス感染症やロシアによるウクライナ侵攻等による原油価
格や各種資材、燃料等の高騰が多くの業種に伝搬してい
る様子がうかがえます。

1.　1年前と比較した現在の仕入価格（原価）について

　図2は、仕入価格の変動に対する販売価格の転嫁状況について尋ねたものです。
　「価格の引き上げ（転嫁）に成功した」とする回答が約4割で、交渉中や検討中とする回答を含めると8
割以上の事業者が販売価格の見直しを実施または検討している様子がうかがえます。個別意見による
と、業界内でも各社の経営判断等により、転嫁の対応状況は異なるようです。
　図3は、「業界情報（鹿児島県内の景況について）」より、販売価格DIの推移を示したものです。
　令和4年3月は9ポイントで、過去2年間で最も高い水準となっており、多くの業界で実際に価格転嫁
が行われていると考えられます。

2.　1年前と比較した販売価格への転嫁状況について

図1　仕入価格(原価)の変動(前年比)

※その他の回答項目で、「低下した」と「業種柄、
　価格変動の影響なし（対象外）」は回答数0件

図2　販売価格への転嫁状況(前年比) 図3　販売価格DIの推移
　　　(令和2年3月～令和4年3月)

※その他の回答項目で、「価格を引下げた（またはその
　予定）」と「業種柄、価格変動の影響を受けない（対象
　外）」は回答数0件
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　4月28日、鹿児島市の「ホテルレクストン鹿児島」で、鹿児島県中小企
業組合士協会（久木留寛会長）が通常総会及び研修会を開催しました。
　通常総会では、令和3年度決算、令和4年度事業計画及び収支予算な
ど全議案が承認されました。役員改選においては、新役員が選任され、会
長には久木留 寛 氏が再任されました。
　引き続き行われた研修会では、商工中金鹿児島支店 矢代 雄一朗 支
店長を講師にお招きし、「コロナ禍の金融情勢と今後の展望」をテーマに
ご講演いただきました。
　講演では、コロナ禍で業績が低迷した企業に施された借入金返済の据
え置き期間満了や雇用問題の深刻化により、廃業や事業譲渡などに至る
動きが加速する恐れがあり、金融機関等に対して事業継承サポートやM＆Aの仲介を求める動きの増加が予想
されている。
　そのほか、生活様式や働き方、企業活動の変化への対応によって、これまでの企業経営からの転換期を迎え
る可能性があり、適切なタイミングで構造改革・イノベーションを実現できれば、企業の持続的な成長に期待
ができる。その中でも、カーボンニュートラルをはじめとしたSDGs経営への取り組みやDX投資などが中小企
業のビジネスチャンスとなると締めくくりました。
　参加者は、コロナ禍で中小企業が抱える課題を把握し、今後の時代の変化への対応のヒントを得るととも
に、環境問題を含めたSDGsへの取り組みや省人化などのDXへの投資が有効な手段であることを認識した様
子でした。

　4月21日、霧島建設人材協同組合（発起人代表：株式会社大智　代表取締役　中島 大輔 氏）が創立総会を
開催しました。
　霧島市及び伊佐市の建設関連事業者４者による設立で、資材等の共同購買事業、教育情報提供事業のほか、
将来的には外国人技能実習生共同受入事業を計画しています。
　初代理事長に選任された瀬戸口 佑太氏（有限会社瀬戸口鉄筋工業　専務取締役）は、「様々な経済状況の
変化により、建設事業者は厳しい環境に置かれているが、各種事業を通じて組合員の経営効率化や人材育成を
図っていきたい。また、技能実習生受入事業実施の際には、組合員事業所の活性化や開発途上国への技能移
転等に繋げるとともに、地域に密着した監理団体として制度の趣旨に沿った適正な運営に努めていきたい。」と
抱負を述べました。

新設組合紹介

中央会の動き

コロナ後の金融情勢について学ぶ
～中小企業組合士協会通常総会及び研修会を開催～

建設関連事業者による組織化
～霧島建設人材協同組合～

組合員のみなさん（右から２人目が瀬戸口理事長）

名   　 称
所 在 地
代 表 理 事
組 合 員 数
主たる事業

霧島建設人材協同組合
鹿児島県霧島市国分清水三丁目7番11号
瀬戸口　佑太
4人
共同購買

〔鹿児島県中小企業組合士協会の概要〕
設　　立：昭和54年６月
会員資格：中小企業組合士及び中小企業組合検定試験合格者であって、
　　　　　将来中小企業組合士になろうとする者
会 員 数：51名
実施事業：教育情報事業（講習会、視察研修会の実施等）
会　　長：久木留 寛（総合物流協同組合 専務理事）
～「１組合１組合士」を目標に、組合士制度の普及・振興に努めて参ります～

【組合プロフィール】
：
：
：
：
：

久木留 寛 会長
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次に掲げた文章について、運営上の判断として適切なものには〇
印を、適切でないものには×印を記入してください。

令和３年度　中小企業組合検定試験　組合運営　第3問　抜粋

組合運営のスペシャリストを目指そう！
～中小企業組合検定試験問題にチャレンジ～

（解答はP16に記載）

1. 組合員本人の総会への出席率を高めるために、組合員に対して書面又は代理人による議決権の行使を認めなかった。

3. 組合員の持分を譲り受けて新たに加入を申し出た者については、加入金を徴収しなかった。

5. 通常総会に提出し承認を受けた決算関係書類を、通常総会終了の日から3週間後に認可行政庁へ提出した。

8. 決算の結果、協同組合に対する出資に対して2割の配当を行った。

6. 脱退した組合員に対して、持分の払戻しを行おうとしたが、資金繰り面で困難を来すことから、組合員の了解を得て分割払いとし、金利相当額を支払った。

9. 組合員の業種を取り巻く規制緩和を促進するための政策の実施を求めて政府に対して陳情活動を展開した。

2. 定款に書面による理事会のみなし決議の規定が置かれていたので、新型コロナ感染症の感染を配慮し、書面で理事に対して理事会議案について賛否を確認したと
ころ、理事全員ではなかったが、過半数の理事の同意が得られたので理事会の決
定事項として処理した。

7. 小売業を組合員資格とするＡ組合に、小売業を主たる事業とし、資本金6,000万円、従業員数が100人である株式会社が加入してきたが、組合の地区内の支店の
従業員数が40人であったことから、Ａ組合は公正取引委員会への届け出を行わな
かった。

4. 共同事業の利用に応じて行った配当は、出資に応じた配当とは異なり共同事業を実施した際に徴収した手数料の割戻しであることから法人税の申告に際して損金
に算入した。

10. 当期利益剰余金が生じたが繰越損失があったことから、繰越損失をてん補したうえで法定準備金の積立て、法定繰越金の繰越しの金額を算定し処分案を作成し
た。
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製　造　業 
【食料品（味噌醤油製造業）】
相次ぐ原材料等の値上げで、4月以降に製品価格の
改定を計画する事業所が増えた。とは言え、市場で
の価格競争力が弱い事業所が多く、実際には他同
業者の動きを見ながら対応することになりそうであ
る。3月は昨年並みの取引で推移したところが多
かったようである。オミクロン株の変異種が席巻し
始めているようで、今後の感染状況が気に懸かる。

【食料品（酒類製造業）】

【食料品（漬物製造業）】
重油の値上りをきっかけに、資材・調味料など軒並
み値上りしている。製品値上げをしないととても
採算が合わない。しかし、値上げをしたら売り場が
他社に代わり、無くなることを危惧して躊躇してい
る所も多い。

【食料品（蒲鉾製造業）】
年明けから続いたまん延防止等重点措置の影
響で、全体でみるとマイナス4％であった(本店小
売りは5％ダウン、空港は38％アップ、百貨店

は40％ダウン(昨年2月28日に全国放送のお取
り寄せ番組で紹介されたおかげで、百貨店のオ
ンラインショップの売上が多かった)。また、3
月より商品価格を一部値上げする動きもみら
れた。包装資材や副資材等の値上げも相次いで
おり、春と秋で二段階の値上げも検討している
ようである。

【食料品（鰹節製造業）】
3月に入って多少人の動きが出てきており、明るさ
が見えてきた感じがする。一方、ウクライナ侵攻の
影響であらゆる物が不足、値上げとなり、コスト高
になっているが、直ぐに製品に転嫁できない。鰹の
原料は入港が多くなり、浜値が安くなっている(サ
イズによって差がある)。仕事面では製造しやすく
なり、良い状況であった。サバ関係は動きも良く、
スムーズに流れているようである。外国人技能実
習生の入国がなかなか進まず、人手不足である。
秋ごろまでには良くなりそうだが、それまで厳しい
状況が続く。

【食料品（菓子製造業）】
ホワイトデー、卒業等の祝い事の多い月であり、ま
た異動に伴う土産菓子の動きなども見られた。た
だ、原材料の高騰により、やむなく値上げをせざる
を得ないところもあった。

【食料品（茶製造業）】
共販実績で、今年度（2～3月）の累計売上高は前
年比124.7％、3月単月では65％だった。

【大島紬織物製造業】
令和3年度の生産反数は、12,368反（令和2年度

は11,332反）だった。
【本場大島紬織物製造業】
3年度の検査反数は、3,100反で予算を組んでい
たが、3,209反の実績となり、減少幅は抑えられ
た。120周年催事の売上で、収支は前年度よりも
1割程度上がった。資金繰りは前年度よりも順調
である。

【木材・木製品】
昨年春からの木材価格高騰は、ほぼ横ばいで今年
度末まで継続した。原木丸太・製材製品の販売数
量及び販売額は共に前年比大幅な増で、近年にな
い業績となった。

【木材・木製品】
1月の県内の新規住宅着工戸数は、昨年同月と比
べ6.5％減で、昨年12月に続き2か月連続の減と
なった。人手不足が深刻化し、一部事業者におい
ては、工場の稼働に影響が出ている。原料用丸太
の相場については、スギは値上がり傾向で、ヒノ
キは値下がり傾向にある。製材製品価格について
は、スギＫＤ柱材など高止まり状態が続いている。
ロシアによるウクライナ侵攻の影響を受け、ロシ
ア材の供給不安からスギ製品の引き合いが強ま
り、今後、原木価格の高騰が予想されるなど、昨年
来のウッドショックを助長する要因となることが指
摘されている。

【生コン製造業】
3月の出荷量は106,940立米（前年比99.3％、う
ち官公需は42,844立米（同比88.1％）、民需は
64,096立米（同比108.4％））で、官公需が減少、
民需が増加した。増加した地域は6地域（増加率順

に串木野652.0％、奄美南部291.6％、川薩
137.6％）で、残り10地域が減少（減少率順に喜界
島9.0％、屋久島48.8％、甑島52.5％）した。なお、
鹿児島地域は対前年比で、官公需81.1％、民需
104.7％、合計95.6％となっている。

【コンクリート製品製造業】
3月度の出荷量は、6,088トンの前年度同月比
112.5％となった。出荷実績は鹿児島地区、南薩
地区だけ前年度同月比を下回り、他の地区は上回
る結果となった。姶良・伊佐地区においては、前年
度同月比153％となった。3月度の受注について
は、前月度に続き、前年度同月比を上回っており、
これからの受注増に期待したい。

【鉄鋼・金属（機械金属工業）】
見積りがあってもなかなか仕事に繋げることが厳
しい状況である。今月より鋼材が再値上げされ、
燃料の高騰も続いており、不安が尽きない。

【畳製造業】
コロナの関係で移動も少なかったことが、売上高
や収益に影響した。

【印刷業】
4月から様々な品種が値上げされるというニュー
スが相次いでいるが、印刷業界においても例外で
はなく、印刷材料や紙、インキ、更には機械洗浄の
ための洗い油も値上げされ、顧客への価格転嫁も
難しく、経営難の声が相次いでいる。そこに追い
打ちをかけているのが、未だ収まらないコロナ禍
なのは言うまでもないが、先行き不透明な新年度
となりそうである。

鹿児島県内の景況について
（令和 4 年 3 月）
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R3.3 R4.3 前年同月比

7,440.8

3,376.7
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【総合卸売業】
原材料価格の上昇により、仕入価格が上昇してい
るとの組合員からの声は多い。また、価格転嫁の交
渉を行っているが、なかなか進んでいない。前回に
引き続き、円安や原油価格、原材料価格の上昇に
対する警戒感が強い。また、今後のロシア関連の影
響を心配する声もある。

【水産物卸売業】
昨年同月比で、数量77.5％、金額93.3％、単価
120.2％となった。海がしける日が多く、魚が入ら
ず売上が減った。コロナ感染者数が増え、飲食店
の出入りが規制されたため、魚が売れず不調で

あった。
【燃料小売業（LPガス協会）】
4月積み中東産の液化石油ガスは、プロパンが
940ドル(前月比＋45ドル)、石油化学原料のブタ
ンは960ドル(前月比＋40ドル)と小幅に上昇し
た。原油市況は、ウクライナ戦争の影響により一時
130ドルを突破し、2008年8月以来の高値を更新
する中で、プロパンも上昇した。LPガス需給は、欧
州で価格が乱高下するも需要は堅調で、中国ＰＤ
Ｈ、韓国、台湾の石油化学需要もあり、ブタン高も
継続している。

https: / /eastasahi .com

の
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令和4年3月期における鹿児島県内45組合（傘下組合員数4,160社）の景況は次のとおり。
【前月比】
「業界の景況」が5ポイント改善した一方、「売上
高」は4ポイント減少、「収益状況」は2ポイント悪
化した。
まん延防止等重点措置が解除されたことや新
年度を控える時期ということもあり、人の動きが
戻りつつあるようだ。しかし、3月下旬以降、県内の
一日の新規感染数は過去最多に近い水準で推移
しており、予断を許さない状況が続いている。

　DI値とは、前月又は前年同月から「好転・増加」したとする回答数から「悪化・減少」したとする回答数を
差し引いた値です。

【前年同月比】
「売上高」が10ポイント、「収益状況」が6ポイン
ト、「業界の景況」が4ポイント悪化している。「販売
価格」は8ポイント上昇し、過去2年間で最も高い
数値となった。
ウクライナ侵攻やコロナ禍による燃料・原材料
等の価格高騰、オミクロン株による感染者数の増
加によって、消費マインドの低迷が続いている。
また、経営コストの上昇によって、多くの業界が
価格転嫁に迫られている。

【DI値 前月比】 【DI値 前年同月比】
前月 今月 前年 今月

令和4年2月 令和4年3月 令和3年3月 令和4年3月

業界の景況 -21 -16 業界の景況 -12 -16

売上高 -12 -16 売上高 -6 -16

在庫数量 -12 -10 在庫数量 -8 -10

販売価格 8 9 販売価格 1 9

取引条件 -12 -11 取引条件 -7 -11

収益状況 -17 -19 収益状況 -13 -19

資金繰り -14 -12 資金繰り -9 -12

設備操業度 -2 -4 設備操業度 0 -4

雇用人員 -8 -13 雇用人員 -9 -13

※比較結果（数値の範囲）

比較結果 比較結果



製　造　業 
【食料品（味噌醤油製造業）】
相次ぐ原材料等の値上げで、4月以降に製品価格の
改定を計画する事業所が増えた。とは言え、市場で
の価格競争力が弱い事業所が多く、実際には他同
業者の動きを見ながら対応することになりそうであ
る。3月は昨年並みの取引で推移したところが多
かったようである。オミクロン株の変異種が席巻し
始めているようで、今後の感染状況が気に懸かる。

【食料品（酒類製造業）】

【食料品（漬物製造業）】
重油の値上りをきっかけに、資材・調味料など軒並
み値上りしている。製品値上げをしないととても
採算が合わない。しかし、値上げをしたら売り場が
他社に代わり、無くなることを危惧して躊躇してい
る所も多い。

【食料品（蒲鉾製造業）】
年明けから続いたまん延防止等重点措置の影
響で、全体でみるとマイナス4％であった(本店小
売りは5％ダウン、空港は38％アップ、百貨店

は40％ダウン(昨年2月28日に全国放送のお取
り寄せ番組で紹介されたおかげで、百貨店のオ
ンラインショップの売上が多かった)。また、3
月より商品価格を一部値上げする動きもみら
れた。包装資材や副資材等の値上げも相次いで
おり、春と秋で二段階の値上げも検討している
ようである。

【食料品（鰹節製造業）】
3月に入って多少人の動きが出てきており、明るさ
が見えてきた感じがする。一方、ウクライナ侵攻の
影響であらゆる物が不足、値上げとなり、コスト高
になっているが、直ぐに製品に転嫁できない。鰹の
原料は入港が多くなり、浜値が安くなっている(サ
イズによって差がある)。仕事面では製造しやすく
なり、良い状況であった。サバ関係は動きも良く、
スムーズに流れているようである。外国人技能実
習生の入国がなかなか進まず、人手不足である。
秋ごろまでには良くなりそうだが、それまで厳しい
状況が続く。

【食料品（菓子製造業）】
ホワイトデー、卒業等の祝い事の多い月であり、ま
た異動に伴う土産菓子の動きなども見られた。た
だ、原材料の高騰により、やむなく値上げをせざる
を得ないところもあった。

【食料品（茶製造業）】
共販実績で、今年度（2～3月）の累計売上高は前
年比124.7％、3月単月では65％だった。

【大島紬織物製造業】
令和3年度の生産反数は、12,368反（令和2年度

は11,332反）だった。
【本場大島紬織物製造業】
3年度の検査反数は、3,100反で予算を組んでい
たが、3,209反の実績となり、減少幅は抑えられ
た。120周年催事の売上で、収支は前年度よりも
1割程度上がった。資金繰りは前年度よりも順調
である。

【木材・木製品】
昨年春からの木材価格高騰は、ほぼ横ばいで今年
度末まで継続した。原木丸太・製材製品の販売数
量及び販売額は共に前年比大幅な増で、近年にな
い業績となった。

【木材・木製品】
1月の県内の新規住宅着工戸数は、昨年同月と比
べ6.5％減で、昨年12月に続き2か月連続の減と
なった。人手不足が深刻化し、一部事業者におい
ては、工場の稼働に影響が出ている。原料用丸太
の相場については、スギは値上がり傾向で、ヒノ
キは値下がり傾向にある。製材製品価格について
は、スギＫＤ柱材など高止まり状態が続いている。
ロシアによるウクライナ侵攻の影響を受け、ロシ
ア材の供給不安からスギ製品の引き合いが強ま
り、今後、原木価格の高騰が予想されるなど、昨年
来のウッドショックを助長する要因となることが指
摘されている。

【生コン製造業】
3月の出荷量は106,940立米（前年比99.3％、う
ち官公需は42,844立米（同比88.1％）、民需は
64,096立米（同比108.4％））で、官公需が減少、
民需が増加した。増加した地域は6地域（増加率順

に串木野652.0％、奄美南部291.6％、川薩
137.6％）で、残り10地域が減少（減少率順に喜界
島9.0％、屋久島48.8％、甑島52.5％）した。なお、
鹿児島地域は対前年比で、官公需81.1％、民需
104.7％、合計95.6％となっている。

【コンクリート製品製造業】
3月度の出荷量は、6,088トンの前年度同月比
112.5％となった。出荷実績は鹿児島地区、南薩
地区だけ前年度同月比を下回り、他の地区は上回
る結果となった。姶良・伊佐地区においては、前年
度同月比153％となった。3月度の受注について
は、前月度に続き、前年度同月比を上回っており、
これからの受注増に期待したい。

【鉄鋼・金属（機械金属工業）】
見積りがあってもなかなか仕事に繋げることが厳
しい状況である。今月より鋼材が再値上げされ、
燃料の高騰も続いており、不安が尽きない。

【畳製造業】
コロナの関係で移動も少なかったことが、売上高
や収益に影響した。

【印刷業】
4月から様々な品種が値上げされるというニュー
スが相次いでいるが、印刷業界においても例外で
はなく、印刷材料や紙、インキ、更には機械洗浄の
ための洗い油も値上げされ、顧客への価格転嫁も
難しく、経営難の声が相次いでいる。そこに追い
打ちをかけているのが、未だ収まらないコロナ禍
なのは言うまでもないが、先行き不透明な新年度
となりそうである。

鹿児島県内の景況について
（令和 4 年 3 月）
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【総合卸売業】
原材料価格の上昇により、仕入価格が上昇してい
るとの組合員からの声は多い。また、価格転嫁の交
渉を行っているが、なかなか進んでいない。前回に
引き続き、円安や原油価格、原材料価格の上昇に
対する警戒感が強い。また、今後のロシア関連の影
響を心配する声もある。

【水産物卸売業】
昨年同月比で、数量77.5％、金額93.3％、単価
120.2％となった。海がしける日が多く、魚が入ら
ず売上が減った。コロナ感染者数が増え、飲食店
の出入りが規制されたため、魚が売れず不調で

あった。
【燃料小売業（LPガス協会）】
4月積み中東産の液化石油ガスは、プロパンが
940ドル(前月比＋45ドル)、石油化学原料のブタ
ンは960ドル(前月比＋40ドル)と小幅に上昇し
た。原油市況は、ウクライナ戦争の影響により一時
130ドルを突破し、2008年8月以来の高値を更新
する中で、プロパンも上昇した。LPガス需給は、欧
州で価格が乱高下するも需要は堅調で、中国ＰＤ
Ｈ、韓国、台湾の石油化学需要もあり、ブタン高も
継続している。

https: / /eastasahi .com

の
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令和4年3月期における鹿児島県内45組合（傘下組合員数4,160社）の景況は次のとおり。
【前月比】
「業界の景況」が5ポイント改善した一方、「売上
高」は4ポイント減少、「収益状況」は2ポイント悪
化した。
まん延防止等重点措置が解除されたことや新
年度を控える時期ということもあり、人の動きが
戻りつつあるようだ。しかし、3月下旬以降、県内の
一日の新規感染数は過去最多に近い水準で推移
しており、予断を許さない状況が続いている。

　DI値とは、前月又は前年同月から「好転・増加」したとする回答数から「悪化・減少」したとする回答数を
差し引いた値です。

【前年同月比】
「売上高」が10ポイント、「収益状況」が6ポイン
ト、「業界の景況」が4ポイント悪化している。「販売
価格」は8ポイント上昇し、過去2年間で最も高い
数値となった。
ウクライナ侵攻やコロナ禍による燃料・原材料
等の価格高騰、オミクロン株による感染者数の増
加によって、消費マインドの低迷が続いている。
また、経営コストの上昇によって、多くの業界が
価格転嫁に迫られている。

【DI値 前月比】 【DI値 前年同月比】
前月 今月 前年 今月

令和4年2月 令和4年3月 令和3年3月 令和4年3月

業界の景況 -21 -16 業界の景況 -12 -16

売上高 -12 -16 売上高 -6 -16

在庫数量 -12 -10 在庫数量 -8 -10

販売価格 8 9 販売価格 1 9

取引条件 -12 -11 取引条件 -7 -11

収益状況 -17 -19 収益状況 -13 -19

資金繰り -14 -12 資金繰り -9 -12

設備操業度 -2 -4 設備操業度 0 -4

雇用人員 -8 -13 雇用人員 -9 -13

※比較結果（数値の範囲）

比較結果 比較結果



（負債額1,000万円以上・法的整理のみ）
㈱帝国データバンク　鹿児島支店

※主因別では、「販売不振」4件、「業界不振」1件。

中小企業かごしま 2022 .5

件数5件　負債総額2億800万円
〔件数〕前年同月比3件減　〔負債総額〕前年同月比49.4％減

令和4年4月　鹿児島県内企業倒産概況

倒産概況

ポイント

◆鹿児島県の4月の倒産件数は5件で、前月
比1件減、前年同月比3件減となった。ま
た、負債総額は前月比95.4％減、前年同月
比49.4％減となり、前月比は大型倒産が
発生した反動で大幅減少となった。また、
新型コロナウイルス関連倒産は3件発生
し、倒産集計上の累計件数は17件となっ
た。

◆態様別はすべて「破産」だった。
◆規模別、業歴別での偏りはなかった。

　鹿児島県の4月の倒産件数、負債総額ともに前
月比、前年同月比で減少し、低い水準となった。た
だ、新型コロナウイルス関連倒産が3件発生し、1
カ月で3件の発生はこれまで最多で、倒産集計上
の累計件数は17件となった。
　帝国データバンクが毎月行っている「ＴＤＢ景気
動向調査」によると、鹿児島県の4月の景気ＤＩは
39.4で、前月より0.3ポイント改善し、2カ月連続
の改善となった。しかし、40台には至らず回復は鈍
く、新型コロナウイルス感染拡大の影響や物価
高、ウクライナ情勢などを懸念する声も多く、景況
感は不安定な状況が続くと思われる。
　2022年4月27日に（株）九州経済研究所が発
表した「県内景況」によると、「全体として弱含んで
いる」との判断を据え置いた。生産活動では、電子
部品関連は好調で、2月の焼酎生産も前年を上
回ったが、1月のかつお節生産、3月の生コン生産

（出荷量）、3月の紙パルプ生産は前年を下回った。
畜産関連は、3月の子牛出荷頭数、豚肉相場、ブロ
イラー相場（むね肉）は前年を上回ったが、子牛価
格、肉用牛（和牛）枝肉価格、ブロイラー相場（もも
肉）、鶏卵相場は前年を下回った。消費関連は、2月
の百貨店・スーパー販売、専門量販店販売額（ド
ラッグストア・コンビニエンスストア）は前年を上
回ったが、2月の乗用車新車販売台数は前年を下
回った。観光関連は、3月の主要ホテル・旅館宿泊
客数は前年を上回った。
　4月は倒産件数、負債総額ともに低水準となっ
たが、新型コロナウイルス関連倒産が3件発生し
たほか、景気ＤＩも前月より改善したものの回復し
ている実感は見られない。また、物価高や原油高、
半導体不足、為替相場の状況など営業環境はしば
らく不安定となりそうであり、倒産発生状況を注
視する必要がある。

【今後の見通し】　

令和4年4月　主な企業倒産状況（法的整理のみ）

企業名 業　種 負債総額
(百万円)

資本金
(千円) 備 考態 様所在地

～件数、負債総額ともに前年同月
　　を下回り、低い水準となった～

(有)N
(株)D
(株)I
M(株)
M(株)

輸入雑貨卸
産業用機械器具卸
イベント企画・運営
Web制作
警備業

133
30
20
15
10

コロナウイルス関連倒産

コロナウイルス関連倒産
コロナウイルス関連倒産

3,000
10,000
9,000
1,000
3,000

破　産
破　産
破　産
破　産
破　産

鹿児島市
霧島・姶良地区
霧島・姶良地区
鹿児島市
霧島・姶良地区

【中古自動車販売業】
2月同様、県外資本の大型展示場がそれぞれ前年を上
回る実績を出し、販売台数が伸びている。その分、組合
の合同展示場を始め会員販売店が厳しさを増し、苦戦
を強いられている。また、依然として半導体不足等によ
る新車の長納期のためタマ不足に陥っている。これに
よって、更にオークション価格が高騰し、仕入が困難で
在庫が少なく、厳しい状況にある。ロシアのウクライナ
侵攻による経済制裁で、世界一の輸出国ロシアへの
ロックダウンが始まり、輸出に影響が及んでいる。

【青果小売業】
売上は、前年対比109.3％、累計前年比104.7％だっ
た。3月はイチゴが販売の主力となるが、まん延防止
等重点措置が解除されても感染者が下げ止まる状
況でなかなか波に乗れていない。入荷は順調である。
玉葱の生育不良で価格が高騰している。筍は裏年に
なり入荷は少なめである。

【農業機械小売業】
農産物価格低迷と高齢化の影響を各社の努力で維
持している状況である。

【石油販売業】
ロシア軍事侵攻等、政情不安が多発し、需給逼迫懸念か
ら価格は急騰した。国の激変緩和措置補助で凌いだもの
の、上げ基調は変わらず、小売価格への転嫁作業に苦慮
している。更にコロナ禍で、前々年比・前年比ともマイナ
スの見通しである。最近の資源価格の高騰は、消費マイ
ンドと需要の足かせとなっており、厳しさを増している。

【鮮魚小売業】
コロナウイルスのまん延防止等重点措置が解除とな
り、祝い事で少しは動きがあったが、外食よりもテイ
クアウトで内食が増えた。かつおは多くなったが、シ
ケが続き、欲しい時に魚が少ない状況であった。

【運動具小売業】
3月は新年度の準備等で忙しくしているが、コロナの
状況次第でどうなるかわからないのが現状である。

【商店街（姶良市）】
スーパーのリニューアルオープンに伴い、通りでスタ
ンプラリーイベントを開催した。まん延防止等重点措
置が解除されたことに伴い、にぎわい感が出てきた。

【商店街（鹿児島市）】
オミクロン株の継続的な発生もあり、まだ人流が戻り切
らないのが現状である。理美容はコロナ前に戻らないま
でも堅調に推移しているが、小売は依然として午後4時
以降の来店が芳しくない。土産店等は修学旅行の需要
が増え、戻りつつある。飲食は閉めている店舗がある一
方、まん防解除により戻りつつある店舗もある。資金力、
コロナ対策の差が出てきている。また、一旦退職したア
ルバイトの求人が難しく、時給を上げるも雇用に苦戦す
る店舗も多い。商店街では、2つの大型店舗が出店した。

【商店街（鹿児島市）】
連日コロナ感染者が発生しており、人出が回復でき
ていない。小売業は売上に苦慮している。

【サービス業（旅館業/県内）】
未だＧＷの客足が感染状況でどう転ずるか予測しに
くい(県内の感染者数次第でキャンセルが増減する)。
今のところＧＷは昨年より客足増加の見込みであ
る。夏休みに向けて対策をとっていく。

【測量設計業】
業者に対し、前年度比で人件費を1.5％以上上昇させる
よう九州地方整備局から強い依頼があった。上昇させな
い企業は、業務受注ができない制度に変更されるため、
業界全体の賃金アップが期待されている。令和4年2月
18日に設計業務委託等技術者単価が全職種単純平均
で対前年度比3.2％引き上げられ、当業界ではより利益
を上げやすい環境が整備されたといえる。コロナウイル
ス感染者数も減少傾向が続き、アフターコロナに向け関

東・関西圏の採用数が増え、地方で就職する人が減ると
予想される。人材獲得がより一層難しくなる懸念がある。

【旅行業】
感染者の急激な増加で、政府及び県から発出された緊急
事態宣言及びまん延防止等重点措置などの影響により、
観光支援策等が中止となり、壊滅的なキャンセルとなっ
た。まん延防止等重点措置が解除され、県の観光支援策
が再開された後は、予約が微増している状況である。予約
対応などで、人員体制を整えて出勤させていたが、その
分の雇用調整助成金等の活用ができない状況にある。

【建築設計監理業】
3月の公共団体等の入札状況は、件数で6件程度、契約
金額で約1千3百万円程度であった(2月は件数10件、
契約金額約3千3百万円)。年度末ということもあり、件
数、金額とも今年度で最も少なくなっている。また、2月
の新設住宅着工戸数については642戸で、対前年同月
比16.1％減と3月連続で対前年同月を下回った。

【自動車分解整備・車体整備業】
3月は他の月と比較すると車検台数が多くなる傾向に
ある。今年は、前半多い日があったが、後半伸びが無
く、前年より僅かに少なかった。今後は人口減少もあ
り、増加は期待できないと思われる。

【電気工事業】
コロナの影響により、工事材料等の納期遅れや価格上昇
が続いている。今後も見通しが立たない状況である。

【造園工事業】
3月は例年並みに推移した。公共機関発注の各業務委託
分が年度末を迎えて契約満了になった。一方、新年度の
維持管理業務の入札が始まった。令和3年度は、売上面
では特殊要因はなく、通年の流れで推移した。令和4年
度も大型の特殊要因はない模様だが、新型コロナウイ
ルスの影響で、民間経済が不調になると、民間発注が抑
え込まれ、造園業界も打撃を受けると危惧している。

【管工事業】
年度内工期の工事が完成を迎え、落ち着きがみられ
た。コロナの影響に加え、ロシアのウクライナ侵攻に
より、非鉄金属の価格が更に高騰していることから、
今後の住宅設備機器の価格上昇が懸念される。

【建設業（鹿児島市）】
ロシアのウクライナ侵攻等世界情勢の不安定化によ
り、石油、鋼材等の建設資材の高騰に注視するととも
に、新型コロナウイルス感染防止対策を含む社会情
勢の変化に対応していかなければならない。

【建設業（南さつま市）】
南薩地区の公共工事(土木)は、前年同月と比べ68％
と大幅に減少した。前年同期と比べても89％に減少
している。このところ、受注から着工までの期間が大
幅に遅れることが多く、また、燃料や建設資材価格の
高騰などで利益幅が非常に薄くなっている。

【貨物自動車運送業】
県下162運送事業者の燃料の購買動向は、前月と比
較して106.38％に増加、前年同月と比較して
97.66％に減少した。

【運輸業（個人タクシー）】
まん延防止等重点措置の適用期間終了後において
も売上げ不振が続いている。3月は人の流れがある
ものと思われるが、タクシー業界においては実績が
上がっていない。更に燃料のコストが上昇し、利益を
圧迫している。ワクチン接種が進み、GoToもしくは
県民割などの活性化策が、どの程度我々の業界にプ
ラスに働くのか、期待しているところである。

【運輸・倉庫業】
食品や青果物は昨年と比べ微減、アパレル雑貨等は
落ち込んだ分の回復に至っていない。引越しは単身用
が多くなってきている。燃料高騰や働き方改革で、収
益に大きな影響が出ている。
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（負債額1,000万円以上・法的整理のみ）
㈱帝国データバンク　鹿児島支店

※主因別では、「販売不振」4件、「業界不振」1件。

中小企業かごしま 2022 .5

件数5件　負債総額2億800万円
〔件数〕前年同月比3件減　〔負債総額〕前年同月比49.4％減

令和4年4月　鹿児島県内企業倒産概況

倒産概況

ポイント

◆鹿児島県の4月の倒産件数は5件で、前月
比1件減、前年同月比3件減となった。ま
た、負債総額は前月比95.4％減、前年同月
比49.4％減となり、前月比は大型倒産が
発生した反動で大幅減少となった。また、
新型コロナウイルス関連倒産は3件発生
し、倒産集計上の累計件数は17件となっ
た。

◆態様別はすべて「破産」だった。
◆規模別、業歴別での偏りはなかった。

　鹿児島県の4月の倒産件数、負債総額ともに前
月比、前年同月比で減少し、低い水準となった。た
だ、新型コロナウイルス関連倒産が3件発生し、1
カ月で3件の発生はこれまで最多で、倒産集計上
の累計件数は17件となった。
　帝国データバンクが毎月行っている「ＴＤＢ景気
動向調査」によると、鹿児島県の4月の景気ＤＩは
39.4で、前月より0.3ポイント改善し、2カ月連続
の改善となった。しかし、40台には至らず回復は鈍
く、新型コロナウイルス感染拡大の影響や物価
高、ウクライナ情勢などを懸念する声も多く、景況
感は不安定な状況が続くと思われる。
　2022年4月27日に（株）九州経済研究所が発
表した「県内景況」によると、「全体として弱含んで
いる」との判断を据え置いた。生産活動では、電子
部品関連は好調で、2月の焼酎生産も前年を上
回ったが、1月のかつお節生産、3月の生コン生産

（出荷量）、3月の紙パルプ生産は前年を下回った。
畜産関連は、3月の子牛出荷頭数、豚肉相場、ブロ
イラー相場（むね肉）は前年を上回ったが、子牛価
格、肉用牛（和牛）枝肉価格、ブロイラー相場（もも
肉）、鶏卵相場は前年を下回った。消費関連は、2月
の百貨店・スーパー販売、専門量販店販売額（ド
ラッグストア・コンビニエンスストア）は前年を上
回ったが、2月の乗用車新車販売台数は前年を下
回った。観光関連は、3月の主要ホテル・旅館宿泊
客数は前年を上回った。
　4月は倒産件数、負債総額ともに低水準となっ
たが、新型コロナウイルス関連倒産が3件発生し
たほか、景気ＤＩも前月より改善したものの回復し
ている実感は見られない。また、物価高や原油高、
半導体不足、為替相場の状況など営業環境はしば
らく不安定となりそうであり、倒産発生状況を注
視する必要がある。

【今後の見通し】　

令和4年4月　主な企業倒産状況（法的整理のみ）

企業名 業　種 負債総額
(百万円)

資本金
(千円) 備 考態 様所在地

～件数、負債総額ともに前年同月
　　を下回り、低い水準となった～

(有)N
(株)D
(株)I
M(株)
M(株)

輸入雑貨卸
産業用機械器具卸
イベント企画・運営
Web制作
警備業

133
30
20
15
10

コロナウイルス関連倒産

コロナウイルス関連倒産
コロナウイルス関連倒産

3,000
10,000
9,000
1,000
3,000

破　産
破　産
破　産
破　産
破　産

鹿児島市
霧島・姶良地区
霧島・姶良地区
鹿児島市
霧島・姶良地区

【中古自動車販売業】
2月同様、県外資本の大型展示場がそれぞれ前年を上
回る実績を出し、販売台数が伸びている。その分、組合
の合同展示場を始め会員販売店が厳しさを増し、苦戦
を強いられている。また、依然として半導体不足等によ
る新車の長納期のためタマ不足に陥っている。これに
よって、更にオークション価格が高騰し、仕入が困難で
在庫が少なく、厳しい状況にある。ロシアのウクライナ
侵攻による経済制裁で、世界一の輸出国ロシアへの
ロックダウンが始まり、輸出に影響が及んでいる。

【青果小売業】
売上は、前年対比109.3％、累計前年比104.7％だっ
た。3月はイチゴが販売の主力となるが、まん延防止
等重点措置が解除されても感染者が下げ止まる状
況でなかなか波に乗れていない。入荷は順調である。
玉葱の生育不良で価格が高騰している。筍は裏年に
なり入荷は少なめである。

【農業機械小売業】
農産物価格低迷と高齢化の影響を各社の努力で維
持している状況である。

【石油販売業】
ロシア軍事侵攻等、政情不安が多発し、需給逼迫懸念か
ら価格は急騰した。国の激変緩和措置補助で凌いだもの
の、上げ基調は変わらず、小売価格への転嫁作業に苦慮
している。更にコロナ禍で、前々年比・前年比ともマイナ
スの見通しである。最近の資源価格の高騰は、消費マイ
ンドと需要の足かせとなっており、厳しさを増している。

【鮮魚小売業】
コロナウイルスのまん延防止等重点措置が解除とな
り、祝い事で少しは動きがあったが、外食よりもテイ
クアウトで内食が増えた。かつおは多くなったが、シ
ケが続き、欲しい時に魚が少ない状況であった。

【運動具小売業】
3月は新年度の準備等で忙しくしているが、コロナの
状況次第でどうなるかわからないのが現状である。

【商店街（姶良市）】
スーパーのリニューアルオープンに伴い、通りでスタ
ンプラリーイベントを開催した。まん延防止等重点措
置が解除されたことに伴い、にぎわい感が出てきた。

【商店街（鹿児島市）】
オミクロン株の継続的な発生もあり、まだ人流が戻り切
らないのが現状である。理美容はコロナ前に戻らないま
でも堅調に推移しているが、小売は依然として午後4時
以降の来店が芳しくない。土産店等は修学旅行の需要
が増え、戻りつつある。飲食は閉めている店舗がある一
方、まん防解除により戻りつつある店舗もある。資金力、
コロナ対策の差が出てきている。また、一旦退職したア
ルバイトの求人が難しく、時給を上げるも雇用に苦戦す
る店舗も多い。商店街では、2つの大型店舗が出店した。

【商店街（鹿児島市）】
連日コロナ感染者が発生しており、人出が回復でき
ていない。小売業は売上に苦慮している。

【サービス業（旅館業/県内）】
未だＧＷの客足が感染状況でどう転ずるか予測しに
くい(県内の感染者数次第でキャンセルが増減する)。
今のところＧＷは昨年より客足増加の見込みであ
る。夏休みに向けて対策をとっていく。

【測量設計業】
業者に対し、前年度比で人件費を1.5％以上上昇させる
よう九州地方整備局から強い依頼があった。上昇させな
い企業は、業務受注ができない制度に変更されるため、
業界全体の賃金アップが期待されている。令和4年2月
18日に設計業務委託等技術者単価が全職種単純平均
で対前年度比3.2％引き上げられ、当業界ではより利益
を上げやすい環境が整備されたといえる。コロナウイル
ス感染者数も減少傾向が続き、アフターコロナに向け関

東・関西圏の採用数が増え、地方で就職する人が減ると
予想される。人材獲得がより一層難しくなる懸念がある。

【旅行業】
感染者の急激な増加で、政府及び県から発出された緊急
事態宣言及びまん延防止等重点措置などの影響により、
観光支援策等が中止となり、壊滅的なキャンセルとなっ
た。まん延防止等重点措置が解除され、県の観光支援策
が再開された後は、予約が微増している状況である。予約
対応などで、人員体制を整えて出勤させていたが、その
分の雇用調整助成金等の活用ができない状況にある。

【建築設計監理業】
3月の公共団体等の入札状況は、件数で6件程度、契約
金額で約1千3百万円程度であった(2月は件数10件、
契約金額約3千3百万円)。年度末ということもあり、件
数、金額とも今年度で最も少なくなっている。また、2月
の新設住宅着工戸数については642戸で、対前年同月
比16.1％減と3月連続で対前年同月を下回った。

【自動車分解整備・車体整備業】
3月は他の月と比較すると車検台数が多くなる傾向に
ある。今年は、前半多い日があったが、後半伸びが無
く、前年より僅かに少なかった。今後は人口減少もあ
り、増加は期待できないと思われる。

【電気工事業】
コロナの影響により、工事材料等の納期遅れや価格上昇
が続いている。今後も見通しが立たない状況である。

【造園工事業】
3月は例年並みに推移した。公共機関発注の各業務委託
分が年度末を迎えて契約満了になった。一方、新年度の
維持管理業務の入札が始まった。令和3年度は、売上面
では特殊要因はなく、通年の流れで推移した。令和4年
度も大型の特殊要因はない模様だが、新型コロナウイ
ルスの影響で、民間経済が不調になると、民間発注が抑
え込まれ、造園業界も打撃を受けると危惧している。

【管工事業】
年度内工期の工事が完成を迎え、落ち着きがみられ
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ロシアのウクライナ侵攻等世界情勢の不安定化によ
り、石油、鋼材等の建設資材の高騰に注視するととも
に、新型コロナウイルス感染防止対策を含む社会情
勢の変化に対応していかなければならない。

【建設業（南さつま市）】
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と大幅に減少した。前年同期と比べても89％に減少
している。このところ、受注から着工までの期間が大
幅に遅れることが多く、また、燃料や建設資材価格の
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【貨物自動車運送業】
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【運輸業（個人タクシー）】
まん延防止等重点措置の適用期間終了後において
も売上げ不振が続いている。3月は人の流れがある
ものと思われるが、タクシー業界においては実績が
上がっていない。更に燃料のコストが上昇し、利益を
圧迫している。ワクチン接種が進み、GoToもしくは
県民割などの活性化策が、どの程度我々の業界にプ
ラスに働くのか、期待しているところである。

【運輸・倉庫業】
食品や青果物は昨年と比べ微減、アパレル雑貨等は
落ち込んだ分の回復に至っていない。引越しは単身用
が多くなってきている。燃料高騰や働き方改革で、収
益に大きな影響が出ている。
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中小企業かごしま 2022 .5

中央会関連主要行事予定

令和4年6月

9日(木)
15：00～

食品産業協議会第45回通常総会
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」

14日(火)
16：00～

事務局協議会第24回通常総会
及び研修会
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」

今月の表紙
「竹紙を利用したストロー、コップ」（協業組合ユニカラーの SDGs への取り組み）

協業組合ユニカラーでは、SDGsへの取り組みとして国産竹の間伐材を100％使用した環
境にやさしいストローやコップなどを製作しています。
全国で最も竹が多く自生する鹿児島では里山再生、生物多様化の為に竹を間伐して紙に
しています。数ヶ月で成長する竹は豊富な資源として間伐して使うごとに環境をよくする
ため、ストローやコップにして多く消費することでプラスチックや他の海外パルプからでき
た紙ストローに変わり、地球環境を守ります。他にも、ノートや便箋、名刺用紙や紙箱など
様々な商品を製作しています。
なお、竹紙を利用したストローにおいては、「かごしま新特産品コンクール」や「鹿児島県発
明くふう展」で受賞するなど、地域資源を活かしたSDGsへの貢献が評価されています。

■　試験日　令和2年12月6日（日）
　　　　　　10：00～16：00
■　試験地　中央会会議室
■　お問い合わせ先　総務企画課
　※　詳細はP11をご確認ください。

第67回 中央会通常総会

日　時 令和4年6月6日（月）
 15時00分 ～ 17時00分（予定）
 ※新型コロナウイルス感染拡大防止の
　　　　　  ため、総会終了後の懇親会は
 　行いません。
場　所 鹿児島市「城山ホテル鹿児島」
☆お問い合わせは総務企画課まで

お問い合わせ

鹿児島県中小企業団体中央会
鹿児島市名山町9番1号　県産業会館5階
TEL：099-222-9258　FAX：099-225-2904

情報誌へのご意見・ご要望はこちらまで
magazine@satsuma.or.jp

※　新型コロナウイルスの感染状況等により、
　　変更になる場合があります。

16日(金)
14：00～

連携強化(経営強化・運営改善)研究会
「連携型事業継続力強化計画認定制度に
ついて」
オンラインのみ(Zoom)

24日(金)
14：00～

外国人技能実習生受入組合連絡協議会
第15回通常総会
鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」

16

表紙・本文中で登場する
ぐりぶー＆さくらとその子供達は
鹿児島県のＰＲキャラクターです♪

©鹿児島県ぐりぶー・さくら♯811

「竹紙を利用したストロー、コップ」
　　　　提供：協業組合ユニカラー

問い合わせ先：協業組合ユニカラー　営業部・工場
〒899-2504　鹿児島県日置市伊集院郡2042-39
TEL099-813-7213　　FAX099-813-7214

P10　組合運営のスペシャリストを目指そう!
～中小企業組合士試験問題にチャレンジ～の解答

1 .×　2 .×　3 .〇　4 .〇　5 .×
6 .〇　7 .×　8 .×　9 .〇　10 .〇

《事前確認の実施期限》

　2022年5月26日(木)まで
《申請期限》
　2022年5月31日(火)まで

事前確認、申請をご予定の方はお早めに
お手続きください。

※2022年4月27日時点
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